


１　久喜市のコミュニティ・スクールについて

久喜市は平成２９年から
　　　　市内全校がコミュニティ・スクールに

小学校20校、中学校9校、義務教育学校1校
、計30校がコミュニティ・スクールとして
今年度は、学校ごとに年間平均約8.6回、中学校区
ごとに平均約2.4回開催。

毎年４月実施の全員研修会と第１回学校運営協議会の様子



２　久喜市教育委員会としての関わり～学校運営協議会の訪問～

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）における
教育委員会の役割
①協議会委員の任命（校長からの推薦を受けて）
②学校運営に関する協議会の意見の尊重と措置
③および円滑な運営のための指導・支援
制度の設置者として、学校と地域をつなぐ重要な役割 を担っている。

学校担当指導主事が学期１回
以上学校運営協議会を訪問



Plan/Act
 準備・計画期間

【１０月～１月】

①アクションプランの作成

②次年度の研修会案作成

Check　７月～１０月【情報収集・分析期間】

【学校担当指導主事】学校運営協議会訪問：課題の集約・把握
【コミスク担当】情報の集約
　　　　　　　　課題の整理（学校の課題・教育委員会の課題）

① 事業の改善

集約された現場の課題を直接、久喜
市コミュニティ・スクール事業の改善・
最適化に活かします。

② 研修会への反映

学校運営協議会全員研修会の内容
に反映させ、ニーズに合った市質の
高い研修を提供します。

令和８年度

３　コミュニティ・スクール事業ロードマップ

アクションプランの策定

令和９年度以降もPDCAサイ
クルを回していく

Do！　

令和９年度プランの実施



地域のこどもは地域で育てる
久喜市立栢間小学校は、まさにこれを体現している学校です♪


